
　
　

　
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー

〜
さ
わ
や
か
サ
ー
ビ
ス
〜
で
は
、
協
力
会

員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
活
動
内
容
は
、
小
学
生
ま
で
の
お
子
さ

ん
の
い
る
ご
家
庭
の
子
育
て
支
援
、
ま
た

産
前
産
後
の
方
の
い
る
ご
家
庭
や
、
高
齢

者
等（
障
害
者
・
病
人
含
む
）へ
の
家
事
支

援
等
で
す
。ご
自
身
の
生
活
の
な
か
の
空

い
た
時
間
を
利
用
し
て
、
地
域
の
方
を
サ

ポ
ー
ト
す
る
活
動
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
？

　
協
力
会
員
と
し
て
登
録
し
活
動
す
る
た

め
に
は
、
さ
わ
や
か
講
座
の
受
講
が
必
要

で
す
。協
力
会
員
に
な
る
こ
と
を
希
望
さ

れ
る
方
、
さ
わ
や
か
サ
ー
ビ
ス
に
関
心
の

あ
る
方
、
ご
自
身
の
た
め
に
勉
強
し
た
い

方
な
ど
、ぜ
ひ
、さ
わ
や
か
講
座
に
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

（
ヘ
ル
パ
ー
・
看
護
師
・
保
育
士
な
ど
の

有
資
格
者
大
歓
迎
で
す
。ぜ
ひ
知
識
や
経

験
を
活
か
し
ま
せ
ん
か
！
）

令
和
２
年
度　
第
１
回
さ
わ
や
か
講
座

日
　
時 

①
5
月
26
日（
火
）
午
前
9
時
30

　
　
　

  　

分
〜
12
時

　
　
　

  

②
5
月
29
日（
金
）午
後
1
時
30

　
　
　

  　

分
〜
4
時

　
　
　

 ※

２
日
間
の
受
講
が
望
ま
し
い
。

場
　
所 

社
会
福
祉
協
議
会

内
　
容 

①
高
齢
者
の
支
援
に
つ
い
て　

　
　
　

  

②
子
育
て
支
援
に
つ
い
て
な　

　
　

  　
　
ど
。

申
込
み 

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン

　
　
　

  

タ
ー（
社
協
内
）

電
　
話  

０
４
２
‐
５
６
７
‐
０
０
１
３

そ
の
他 

さ
わ
や
か
サ
ー
ビ
ス
は
、住
民
に

　
　
　

  

よ
る
有
償
の
相
互
援
助
活
動
で

　
　
　

  

す
。１
時
間
の
活
動
で
900
円
〜

　
　
　

  

１
，
１
０
０
円
の
謝
礼
を
お
支
払

　
　
　

  

い
し
ま
す
が
、お
仕
事
で
は
あ
り

　
　
　

  

ま
せ
ん
の
で
決
ま
っ
た
額
の
収
入

　
　
　

  

を
見
込
め
る
も
の
で
は
あ
り
ま

　
　
　

  

せ
ん
。

　
車
い
す
に
乗
っ
て
街
へ
出
か
け
る
体
験

を
し
て
み
ま
せ
ん
か
？
車
い
す
ユ
ー
ザ
ー

の
方
に
も
一
緒
に
歩
い
て
い
た
だ
き
、
街

の
状
況
や
、
車
い
す
で
の
生
活
を
よ
り
深

く
知
っ
て
い
た
だ
く
機
会
と
し
た
い
と
思

い
ま
す
。ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

日
　
時 

5
月
25
日（
月
）13
時
〜
16
時

　
　
　

  ※

小
雨
決
行

行
　
程 

社
会
福
祉
協
議
会
↓（
徒
歩
）上

　
　
　

  

北
台
駅
↓（
モ
ノ
レ
ー
ル
）
玉
川

　
　
　

  

上
水
駅
↓（
電
車
）東
大
和
市
駅

　
　
　

  

↓（
バ
ス
）社
会
福
祉
協
議
会

※
途
中
買
い
物
の
体
験
も
し
て
い
た
だ
き

　
ま
す
。

参
加
費 

無
料

　
　
　

 ※

移
動
の
際
の
交
通
費（
IC　

　
　

 　
　

 

カ
ー
ド
で
５３２
円
）
は
各
自
で

　
　
　
　

  

ご
負
担
願
い
ま
す
。

定
　
員 

10
名

申
込
み 

5
月
18
日（
月
）ま
で
に
電
話
か

　
　
　

  

フ
ァ
ッ
ク
ス
に
て

電
　
話  

0
4
2
‐
5
6
4
‐
0
0
1
2

F
A
X  

0
4
2
‐
5
6
4
‐
3
6
8
０

　
福
祉
に
対
す
る
理
解
の
向
上
と
啓
発

な
ど
を
目
的
に
毎
年
、
11
月
第
２
日
曜
日

に
福
祉
祭
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
毎
年
、
た
い
へ
ん
多
く
の
市
民
の
皆
さ

ま
に
参
加
い
た
だ
き
、
盛
大
に
開
催
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
福
祉
祭
を
さ
ら
に
盛
り
上
げ
、
市
民
に

と
っ
て
活
気
が
あ
り
、
魅
力
的
な
お
祭
り

と
す
る
た
め
に
、
地
域
の
企
業
、
商
店
の

皆
さ
ま
に
協
賛
金
を
募
集
す
る
も
の
で

す
。
　
企
業
等
の
社
会
貢
献
活
動
と
し
て
ご

協
力
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
ぜ
ひ
ご
検
討

く
だ
さ
い
。

協
賛
金 

一
口
五
千
円（
何
口
で
も
可
）　　

申
込
み 

7
月
31
日（
金
）ま
で

特
　
典 

当
会
広
報
紙
等
へ
の
掲
載
、
福

　
　
　

  

祉
祭
当
日
、
企
業
名
等
の
ア
ナ

　
　
　

  

ウ
ン
ス
等
。

※

詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、お
問
い
合
わ
せ

　
く
だ
さ
い
。

中
止
の
お
知
ら
せ

　
毎
年
、
5
月
中
旬
に
実
施
し
て
い
ま
し

た
春
の
ふ
れ
あ
い
歩
こ
う
会
は
、新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
の
拡
大
防
止
の
た
め
中

止
に
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
ご
理
解
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

　
な
お
、
秋
の
歩
こ
う
会
は
現
時
点
で
は

実
施
予
定
で
あ
り
ま
す
。改
め
て
、近
く
な

り
ま
し
た
ら
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
の

で
、ご
理
解
く
だ
さ
い
。

社
協
事
業
の
ご
案
内
な
ど

令
和
２
年
度
事
業
計
画
と
予
算

当
会
理
事
の
ご
紹
介

イ
ベ
ン
ト
・
講
習
等
の
ご
案
内

福
祉
祭
協
賛
企
業
募
集

ふ
れ
あ
い
歩
こ
う
会

事
務
局
人
事
異
動

正
職
員
募
集

募
　
集
　
登
録
ヘ
ル
パ
ー
さ
ん

さ
わ
や
か
講
座

車
い
す
で「
ま
ち
歩
き
」参
加
者
募
集

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
に
よ
る
休
業
や
失
業
で
生
活

資
金
に
お
困
り
の
方
々
へ

「政府の緊急事態宣言」を踏まえた本会業務等の取り扱いにつきましては、ホームページをご覧ください。

　
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
る
休
業
や

失
業
で
、
生
活
資
金
に
お
困
り
の
方
々
に

向
け
た
緊
急
小
口
資
金
・
総
合
支
援
資
金

の
特
例
貸
付
を
行
っ
て
い
ま
す
。

※

実
施
主
体　
東
京
都
社
会
福
祉
協
議
会

・
緊
急
小
口
資
金

　
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

　
　
影
響
を
受
け
、休
業
等
に
よ
り

　
　
収
入
の
減
少
が
あ
り
、緊
急
か
つ

　
　
一
時
的
な
生
活
維
持
の
た
め
の

　
　
貸
付
を
必
要
と
す
る
世
帯
。

・
総
合
支
援
資
金

　
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

　
　
影
響
を
受
け
、収
入
の
減
少
や

　
　
失
業
等
に
よ
り
生
活
が
困
窮
し
、

　
　
日
常
生
活
の
維
持
が
困
難
に
な
っ

　
　
て
い
る
世
帯
。

詳
細
は
Ｈ
Ｐ
に
て
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

※

ご
相
談
は
予
約
制
と

　
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
ま
ず
は
お
電
話
く
だ

　
さ
い
。

問
合
せ

総
務
係
貸
付
担
当　

電
　
話  
0
4
2
‐
5
6
4
‐
0
0
1
2

　
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
２
年
度
予
算

と
事
業
計
画
が
決
定
し
ま
し
た
。詳
細
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

〈
事
業
活
動
に
よ
る
収
支
〉

 

収
入　
２
億
４
，１
１
８
万
円

 

支
出　
２
億
３
，６
４
１
万
８
千
円

〈
特
に
重
点
的
に
取
り
組
む
活
動
〉

１　
第
五
次
地
域
福
祉
活
動
計
画
の
策
定

２　
経
営
改
善
の
取
り
組
み

３　
精
神
障
害
者
地
域
生
活
拠
点
事
業
の

　
　
開
始

任
　
期　
令
和
３
年
度
定
時
評
議
員
会
ま
で

　
　
　

 

（
敬
称
略・順
不
同
）

 

野
中　
　
明
人

 

千
坂　
　
真
樹

 

鈴
木　
　
セ
ツ
子

　
　
　
　
神
原　
　
久

　
　
　
　
菅
野　
　
文
子

　
　
　
　
杉
本　
　
実

　
　
　
　
塘　
　
　
弥
寿
子

　
　
　
　
中
澤　
　
正
至

　
　
　
　
田
村　
　
隆

　
　
　
　
吉
沢　
　
寿
子

　
　
　
　
金
野　
　
眞一

　
　
　
　
中
﨑　
　
政
明

新
　
任　
４
月
１
日
付

　
　
　
　
事
務
局
長　
　
尾
又　
斉
夫

　
　
　
　
事
務
局
次
長　
髙
橋　
宏
之

退
　
職　
３
月
３１
日
付

　
　
　
　
事
務
局
長　
　
関
田　
守
男

障
害
福
祉
の
仕
事
に
関
心
の
あ
る
方

　
あ
な
た
の
資
格
や
知
識
を
障
害
の
あ
る

方
の
豊
か
な
暮
ら
し
の
た
め
に
活
か
し
て

み
ま
せ
ん
か
。

採
用
予
定
日　
令
和
２
年
8
月
１
日

受
験
資
格　
精
神
保
健
福
祉
士
・
社
会
福

　
　
　
　
　
祉
士
・
看
護
師
・
保
健
師（
経

　
　
　
　
　

験
不
問
）の
い
ず
れ
か

年
齢
要
件　
36
歳
以
下（
例
外
事
由・３
号

　
　
　
　
　

の
イ
）

応
募
方
法　
５
月
1
日（
金
）以
降
ホ
ー
ム

　
　
　
　
　

ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

詳
細
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
募
集
要
項
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
ヘ
ル
パ
ー
資
格
の
あ
る
方
、一緒
に
働
き

ま
せ
ん
か
！

　
仕
事
未
経
験
の
方
、ブ
ラ
ン
ク
の
あ
る

方
で
も
大
丈
夫
で
す
！

　
慣
れ
る
ま
で
丁
寧
に
説
明
し
、同
行
し

ま
す
の
で
心
配
は
い
り
ま
せ
ん
。

　
興
味
の
あ
る
方
、お
気
軽
に
お
問
合
せ

く
だ
さ
い
。

応
募
資
格　
介
護
職
員
初
任
者
研
修
修
了

　
　
　
　
　
者

　
　
　
　
　
旧
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
２
級
以

　
　
　
　
　
上
お
持
ち
の
方

給
　
　
与 　
時
給一、二
五
〇
円
か
ら

　
　
　
　
　※

諸
手
当・有
給
あ
り

仕
事
内
容　
料
理
や
掃
除
、買
物
な
ど
の
家

　
　
　
　
　
事
援
助

　
　
　
　
　
お
風
呂
や
排
泄
の
お
手
伝
い

　
　
　
　
　
な
ど
の
身
体
介
助

応
募
方
法　
５
月
11
日（
月
）以
降
に
左
記

　
　
　
　
　
へ
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　

  ※

お
問
合
せ
は
、東
大
和
社
協

　
　
　
　
　
　

 

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
ス
テ
ー

　
　
　
　
　
　

  

シ
ョ
ン
ま
で

電
　
　
話　
0
4
2
‐
5
6
4
‐
0
0
3
8

　以下のお店には社協の募金箱を置いて
いただいております。（敬称略・順不同）

寿司大和
清川
菓子処あかぎ
森の風接骨院

進士薬局
大むら

クボタ米店
山崎米店　芝中支店
理容 カントリー
山崎米店　桜が丘支店
ヘアーハウスケイズ
（株）しまや

（株）尾崎商店
珈琲倶楽部
丸信青果
いなげや玉川上水店
とみん葬祭
音楽珈笛　音茶居
ミヤモト薬局
フタバドラッグ
小川屋肉店
小嶋園（有）

（有）宮崎商店

お名前

合　計

金　額

善意のご寄付

募金箱設置協力店

次の方々から善意のご寄付がありました。
厚くお礼申し上げます。
（敬称略・順不同・単位：円）

（令和元年12月26日～令和2年3月31日受領分）

9,050東大和テニス連盟

6,094泉くらぶ
20,000中央キリスト福音教会

10,000芋窪西自治会第九資源回収部
23,639店内募金（24件）
113,969その他匿名8件
182,752

Ｐ
Ｒ
検
討
委
員
会
よ
り

　
物
に
よ
っ
て
手
に
入
る
安
心
も

勿
論
あ
る
け
れ
ど
、人
へ
の
信
頼

と
人
の
や
さ
し
さ
に
よ
っ
て
手
に

入
る
安
心
は
本
当
に
直
接
こ
こ
ろ

に
響
い
て
来
る
な
ぁ
と
感
じ
ま

す
。

　
本
号
で
紹
介
さ
れ
た
生
活
支

援
員
の
皆
さ
ん
や
普
段
か
ら
活
躍

さ
れ
て
い
る
社
協
職
員
の
皆
さ
ん

へ
の
信
頼
感
と
そ
の
や
さ
し
さ
の

あ
と
を
追
い
、自
分
に
も
き
っ
と

何
か
出
来
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
、

勝
手
に「
ひ
と
り
ワ
ク
ワ
ク
」し
て

い
る
こ
の
頃
で
す
。与
え
て
よ
ろ
こ

び
、与
え
ら
れ
て
よ
ろ
こ
ぶ
。ま
こ

と
に
深
い
で
す
な
ぁ
。

　
　 

委
員
長
　
朝
比
奈
　
美
樹

私たちのまちの地域福祉情報紙

特 

集
特 

集

【その他の記事】・傾聴ボランティア養成講座参加者募集など・・・・・・・Ｐ３
・社協からのお知らせ（新型コロナウイルス感染症の
  影響による生活資金の貸付について 等）・・・・・・・・・・Ｐ４

̶次回の社協だよりは、6月15日発行予定です。̶

『ずっとここで暮らしたい』を
 お手伝いします！
『ずっとここで暮らしたい』を
 お手伝いします！
・地域に暮らす支援の担い手～生活支援員～
・あんしん生活を支えるサポート体制
・地域に暮らす支援の担い手～生活支援員～
・あんしん生活を支えるサポート体制

東
や
ま
と

社
協

Ｓpring．２０２０　　ＮＯ．２２３
2020.４.25発行 社協だより

FAX：042-564-3680

発行者／社会福祉法人東大和市社会福祉協議会
〒207-0015 東大和市中央３－９１２－３
TEL：042-564-0012
https://www.higashiyamatoshakyou.or.jp/

① ④

　この写真は、２月初旬に２面の特集記事「地域に暮らす支援の担い手～生活支援員～」の日頃の活動の
様子をイメージしていただくために、撮影したものであります。
　現在は、新型コロナウイルス感染症の拡大防止のため、支援回数を調整し、密接な状況を避けて、支援
を行っております。

「しゃきょうの
　　たまちゃん」

※下記のイベントや講習会等は、新型コロナウイルス感染症防止対策により中止や変更となる場合があります。

全国介護理美容福祉協会会員の店
お一人で外出が困難な方の
ご自宅に訪問致します

訪問・在宅カット承ります！

¥2,750カット料金 (税込）

☎042-563-8699

美容室くるくるへあー
奈良橋2-603-1-103

補聴器補聴器

久米川駅南口徒歩1分 東村山市栄町2-21-3
木曜日定休　駐車場ご案内します。

認定補聴器専門店

―出張相談承ります―
メーカー各種取扱い

久米川補聴器専門店
サンタイム

0120-51-4133
本社：東大和市清原2-1279-7

東大和市市民葬儀指定業者

24時間年中無休
0120-594-419

直　葬 15万円（税別）
家族葬 25万円（税別）

東京都
福祉人材センター
　　　　多摩支所
東京都福祉人材センター
設置：平成3年11月 運営：社会福祉法人 東京都社会福祉協議会

東京都福祉人材センターは、社会福祉法に基づき、東京都知事の指定を受けて運営しています。

無料職業紹介事業許可番号：13－ム－080008

（本部：千代田区飯田橋）

福祉のお仕事をお探しの際は、どうぞご利用ください！

資格のない方も
お気軽に
ご相談ください

東京都福祉人材センター 検索
TEL.042-595-8422
FAX.042-595-8432

〒190-0012
東京都立川市曙町2-34-13
オリンピック第3ビル7階

●開所日：月曜日～金曜日
●開所時間：9：00～17：00

●休業日：土曜、日曜、祝日、
　年末年始（12/29～1/3）

（相談受付時間 9：00～11：30、13：00～17：00）



③ ②

○東京多摩いのちの電話
　第３７期電話相談員ボランティア募集

　傾聴ボランティア養成講座を開催いたし
ます。施設や高齢者宅で傾聴の活動を行っ
てみたい方、傾聴に関心がある方、傾聴に
ついて学んでみませんか。

　「東京多摩いのちの電話」は“命をつなぐ・気持ちをつな
ぐ・明日へつなぐ”の志のもと、電話相談を受け、活動に取
り組んでいます。あなたもボランティアとして活動してみ
ませんか。
＜研修期間・内容＞
前期:2020年9月～2021年7月 講義、体験学習等
後期：2021年8月～2022年2月 インターシップ、講義、
ロールプレイ等
＜研修場所・日時＞
　多摩地区の公共施設等で月に２回程、主に土・日・祝日
＜受講料＞
　前期41,000円 後期30,000円（助成金制度あり）
＜公募期限＞
　2020年7月11日（土）
＜対象者＞
　2020年9月１日現在満２３歳以上６５歳以下の方
＜問合せ＞
　認定ＮＰＯ法人東京多摩いのちの電話事務局
　　TEL:042-328-4441  FAX:042-328-4440

日　時 　6月12日 (金 )～7月17日 (金 )
　　　 　毎週金曜日
　　　 　(全６回のうち１回現場実習。)
　　　 　13時30分～16時 (最終日のみ17時まで )
会　場 　社会福祉協議会
参加要件 全６回出席できる方。
　　　　 講座修了後にボランティア活動できる方。
参加費 　3,500 円
定　員 　21名
申込み 　６月５日 (金 )まで
東大和ボランティア・市民活動センター
TEL:042-564-0035
※新型コロナウイルス感染の影響で
　延期等になる可能性もありますのでご了承ください。

ボランティア募集！ 傾聴ボランティア養成講座

ボランティアセンターより

初　級

回　数

開催日

時　間

場　所
定　員

対　象

申込み

費　用
（テキスト・資料

代含）

平成１６年４月１日以前に生まれた方
で、市内在住・在勤・在学の方

（テキスト代　３，２４０円込）

平成１６年４月１日以前に生まれた方で、
初級を修了した市内在住・在勤・在学の方

平成１６年４月１日以前に生まれた方で、
中級を修了した市内在住・在勤・在学の方

①昼クラス

6月19日～３月１２日
毎週金曜日

当会ホームページから申し込み、または申込用紙に必要事項をご記入の上、社会福祉協議会へ
郵送・FAXまたは窓口へ持参してください。　※募集要項を必ずご確認ください。

　毎年１１月から１２月にかけて行っている歳末たすけあい募金。
昨年の募金では、子ども達からこんなうれしいお便りと一緒に
募金をいただきました。

　皆さまからの募金は、地域福祉のために大切に使わせて
いただきます。 ありがとうございました。
令和元年度歳末たすけあい募金総額１，６１３，５７３円
（募金実績の詳細は当会ホームページをご覧ください。）

「笑顔で皆さん元気でありますように。私達のおこづかいです。
 使ってください。」

社協会員：５，４４０円
非 会 員 ：５，９９０円

（テキスト代　１，５００円）

社協会員：３，７００円
非 会 員 ：４，２５０円

（テキスト代　なし）

社協会員：２，２００円
非 会 員 ：２，７５０円

午前９時３０分～
１１時３０分

☆5月15日（金）必着（申込み多数の場合は抽選）。
☆必要に応じて面接を行う場合があります。
☆記入漏れ等、不備がある場合は受付できないことがありますのでご注意ください。
＜お問合せ＞ ご不明な点はお問合せください。
〒２０７－００１５　東大和市中央３－９１２－３
電話：０４２－５６４－００１２　　FAX：０４２－５６４－３６８０

午後７時～９時

※お子様を連れての
　受講はできません

午前９時３０分～
１１時３０分

午後７時～９時 午前９時３０分～
１１時３０分

午後７時～９時

6月17日～３月１０日
毎週水曜日

6月18日～３月１８日
毎週木曜日

②夜クラス ①昼クラス
全３８回（講演会・合同交流発表会を含む）予定

社会福祉協議会、その他
各クラス３０名

※講演会や合同交流発表会は曜日や時間が変わることもあります。ご注意ください！！

②夜クラス ①昼クラス ②夜クラス
中　級

一
年
に
一
度
限
り
の
大
募
集
！！
あ
た
ら
し
い
こ
と
始
め
て
見
よ
う
☆

令
和
2
年
度
手
話
講
習
会
受
講
生
大
募
集
！

地
域
に
暮
ら
す
支
援
の
担
い
手
〜
生
活
支
援
員
〜

（
地
域
福
祉
権
利
擁
護
事
業
）

上　級

あんしん東大和
042（590）0018
〜ご相談は無料です〜

　『あんしん東大和』では、利用している福祉サービス
に関する苦情解決のお手伝い（介護保険関係を除く）
や、専門家による「ふくし法律相談」「成年後見専門相
談」なども行っています。お気軽にお電話をください。

●いずれも13時30分～
●おひとり45分間。あらかじめ概要をお伺いします。（予約制）
●10月以降も開催を予定しています。

ふくし法律相談
5/28（木）
7/16（木）
9/24（木）

ほっ、と

ひと息

地域福祉権利擁護事業は

あんしん生活を支えるサポート体制（成年後見制度推進機関）

　社協職員である「専門員」が支援のコーディネートをし、
市内に住む「生活支援員」が本人のお宅を訪問します。
市役所などから届く郵便物の中には、内容が難しく、よく
わからないものあります。生活支援員は本人と一緒に書
類を読み、理解を助け、手続きをします。
　また、生活費を銀行におろしに行ったり、福祉サービス
の利用料を振り込んだり、といったお金に関するお手伝い
をすることもあります。東大和社協では現在13名の生活
支援員が活躍しています。

成年後見制度とは
認知症、知的障害、精神障害などにより、判断能力が十分で
はない方の権利を守る制度です。ご本人の意思を尊重し、心
身の状態や生活状況に配慮しながら法律面や生活面でその
人らしい生活をお手伝いする人を「成年後見人」等といいま
す。制度には２種類あります。
判断能力が不十分になる前…「任意後見制度」
判断能力が不十分になった後…「法定後見制度」

「ボランティアの延長み
たいな感じです」と話す
支援員の磯部さん

「この仕事を通して色々と
勉強にもなります」と話す
支援員の淵上さん

　
生
活
支
援
員
を
や
っ
て
い
た
お
友
達
の

紹
介
で
始
め
ま
し
た
。ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

の
一
つ
だ
と
思
っ
た
ん
で
す
。

と
話
す
磯
部
さ
ん
は
九
年
目
の
ベ
テ
ラ
ン

生
活
支
援
員
で
す
。高
齢
者
宅
へ
お
昼
の
お

弁
当
を
届
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
地
域

で
活
躍
し
て
い
た
磯
部
さ
ん
で
す
が
、
個
人

の
お
宅
で
郵
便
物
や
通
帳
を
見
た
り
す
る

の
は
と
て
も
緊
張
し
た
そ
う
で
す
。

　
一
人
暮
ら
し
の
男
性
の
お
宅
に
伺
う
な

ん
て
こ
と
は
そ
れ
ま
で
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
か
ら
ね
。

と
当
初
は
戸
惑
い
も
あ
っ
た
よ
う
で
す
が
、

そ
れ
に
も
す
ぐ
に
慣
れ
て
、
利
用
者
と
一
緒

に
銀
行
ま
で
歩
い
た
り
、
家
財
道
具
の
買
い

替
え
の
相
談
に
の
っ
た
り
、
多
岐
に
及
ぶ
支

援
に
柔
軟
に
対
応
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。利
用
者
と
同
じ
地
域
に
生
活
し
て
い
る

こ
と
で
、
買
い
物
や
外
食
先
の
こ
と
で
お
話

が
弾
む
こ
と
も
あ
る
そ
う
で
す
。と
て
も
柔

ら
か
な
話
し
方
を
さ
れ
る
磯
部
さ
ん
を
、
利

用
者
の
Ａ
さ
ん
は
「
と
て
も
や
さ
し
い
人
。」

と
照
れ
臭
そ
う
に
話
さ
れ
ま
し
た
。

　
Ａ
さ
ん
が
通
っ
て
い
る
作
業
所
の
、
イ
チ

ゴ
味
の
ク
ッ
キ
ー
美
味
し
い
で
す
よ
ね
。

　
あ
れ
も
僕
が
作
っ
て
い
る
ん
で
す
よ
。

コ
ー
ヒ
ー
味
も
あ
る
か
ら
今
度
食
べ
て
み

て
く
だ
さ
い
。

と
二
人
の
会
話
も
弾
み
ま
す
。Ａ
さ
ん
の

ク
ッ
キ
ー
を
作
る
時
の
苦
労
話
し
に
、
磯
部

さ
ん
は
以
前
お
子
さ
ん
と
一
緒
に
お
菓
子

作
り
を
さ
れ
た
こ
と
を
思
い
出
し
な
が
ら

耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

　

自
分
と
は
価
値
観
の
違
う
利
用
者
の
行

動
に
戸
惑
っ
た
り
心
配
し
た
り
、
時
に
は
一

緒
に
喜
ん
だ
り
、
い
つ
も
ま
る
で
家
族
の
よ

う
に
感
じ
て
く
れ
て
い
ま
す
。 

　
ぜ
ひ
、こ
の
お
仕
事
を
や
っ
て
み
た
い
。

と
生
活
支
援
員
の
公
募
に
応
募
し
て
く
だ

さ
っ
た
の
は
淵
上
さ
ん
で
す
。医
療
の
現
場

で
働
い
て
い
た
こ
と
の
あ
る
淵
上
さ
ん
は
、

病
気
を
持
ち
な
が
ら
も
頑
張
っ
て
在
宅
生

活
を
送
る
方
た
ち
を
見
て
、

　
あ
ら
ゆ
る
医
療
は
こ
こ
に
繋
が
っ
て
い

る
の
だ
な
。

と
感
じ
、
そ
の
支
え
に
な
り
た
い
と
思
っ
た

そ
う
で
す
。

　
そ
の
方
に
よ
っ
て
全
然
違
う
。物
の
使
い

方
も
生
活
の
仕
方
も
。初
め
て
い
く
お
宅
は

ど
ん
な
方
な
の
か
い
つ
も
楽
し
み
。

と
、笑
顔
で
話
さ
れ
ま
し
た
。

実
際
の
支
援
の
中
で
は
、

　
自
分
が
役
に
立
っ
て
い
る
ん
だ
な
。

と
感
じ
る
こ
と
も
多
々
あ
り
、
地
域
社
会
の

中
で
の
自
分
の
存
在
意
義
を
感
じ
て
も
ら

え
る
機
会
に
も
な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。四

人
の
お
子
さ
ん
が
い
る
淵
上
家
で
は
、
お
母

さ
ん
が
支
援
員
の
お
仕
事
を
始
め
て
、
子
ど

も
た
ち
に
も
変
化
が
あ
り
ま
し
た
。〜
福

祉
っ
て
な
に
？
〜
と
興
味
を
持
ち
始
め
、

夏
！
体
験
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
し
、
石
け

ん
づ
く
り
な
ど
を
体
験
し
ま
し
た
。最
近
で

は
手
話
に
興
味
津
々
で
す
。子
ど
も
た
ち
と

過
ご
す
時
間
を
大
切
に
し
た
い
淵
上
さ
ん

は
、

　
子
ど
も
の
送
迎
や
学
校
行
事
な
ど
の
時

に
融
通
し
て
も
ら
え
る
仕
事
は
な
か
な
か

な
い
の
で
あ
り
が
た
い
で
す
。

と
地
域
で
働
く
良
さ
を
話
し
て
く
れ
ま
し

た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
社
協
で
実
施
し
て
い
る
地

域
福
祉
権
利
擁
護
事
業
は
、
地
域
住
民
で
あ

る
生
活
支
援
員
の
活
躍
な
し
で
は
な
り
た

た
な
い
事
業
で
す
。

　
地
域
で
成
年
後
見
人
等
と
し
て
活

動
、支
援
し
て
い
る
人(

親
族・専
門
職)

か
ら
お
話
を
聞
き
ま
し
た

　
　
ご
主
人
の
成
年
後
見
人
：Ｍ
さ
ん

●
後
見
人
と
な
っ
た
き
っ
か
け
は
？

　
　

同
居
し
て
い
た
夫
の
母
親
が
亡
く
な

　

り
、
私
た
ち
が
暮
ら
し
て
い
る
家
が
遺
産

　

分
割
の
対
象
と
な
り
ま
し
た
。相
続
人
で

　

あ
る
夫
は
病
気
に
よ
り
判
断
能
力
が
不

　

十
分
で
あ
っ
た
た
め
、
私
が
夫
の
後
見
人

　

と
な
り
ま
し
た
。

●
社
協
の
成
年
後
見
制
度
推
進
機
関

　
（
以
下
、
社
協
）
を
ど
の
よ
う
に
知
り
ま

　
し
た
か
？

　
　

知
人
か
ら
成
年
後
見
制
度
が
あ
る
こ

　

と
を
聞
か
さ
れ
、
市
内
の
司
法
書
士
に
相

　

談
し
た
と
こ
ろ
、
社
協
を
紹
介
さ
れ
ま
し

　

た
。制
度
は
も
ち
ろ
ん
、
私
達
の
住
む
こ

　

の
地
域
を
よ
く
知
っ
て
い
る
方
で
本
当

　

に
助
か
り
ま
し
た
。

●
社
協
に
相
談
し
て
良
か
っ
た
こ
と
は
？

　
　

制
度
の
内
容
も
進
め
方
も
全
く
分
か

　

ら
な
い
と
こ
ろ
か
ら
始
め
た
の
で
、
社
協

　

に
頼
り
ま
し
た
。家
庭
裁
判
所
へ
の
申
立

　

て
や
、
私
が
後
見
人
に
な
っ
た
後
も
相
談

　

で
き
る
の
で
助
か
っ
て
い
ま
す
。

●
今
後
、
成
年
後
見
制
度
の
利
用
や
親
族

　
の
後
見
人
等
を
考
え
て
い
る
方
へ一言
！

　
　

お
悩
み
に
な
っ
て
い
る
方
や
心
配
に

　

な
っ
て
い
る
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
思

　

い
ま
す
。成
年
後
見
制
度
の
こ
と
以
外
で

　

も
社
協
に
相
談
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。ど

　

ん
な
と
こ
ろ
な
の
か
見
学
だ
け
で
も
よ

　

い
と
思
い
ま
す
よ(

笑)

。

　
　

社
協
の
職
員
は
「
こ
ん
な
に
良
い
こ
と

　

を
や
っ
て
い
ま
す
！
」
と
も
っ
と
ア
ピ
ー

　

ル
し
て
く
だ
さ
い
ね
。

市
内
で
成
年
後
見
人
等
と
し
て
活
躍
す
る

司
法
書
士
：Ｓ
さ
ん

●
東
大
和
市
内
で
何
人
の
後
見
人
を
し
て

　
い
ま
す
か
？

　
　

現
在
は
三
人
で
す
。司
法
書
士
会
の
立

　

川
支
部
と
し
て
、他
市
で
も
多
く
受
任
し

　

て
い
ま
す
。

●
東
大
和
市
の
良
い
と
こ
ろ
は
？

　
　

コ
ン
パ
ク
ト
に
ま
と
ま
っ
て
い
る
土

　

地
で
あ
る
た
め
、
移
動
し
や
す
く
支
援
し

　

や
す
い
で
す
。と
て
も
住
み
や
す
い
地
域

　

だ
と
思
い
ま
す
。

●
社
協
（
推
進
機
関
）
と
の
関
わ
り
は
い
つ

　
頃
か
ら
？

　
　

地
域
の
専
門
職
と
し
て
運
営
委
員
に

　

就
任
す
る
な
ど
、
社
協
に
推
進
機
関
が
設

　

置
さ
れ
た
当
初（
約
11
年
前
）か
ら
関
わ
っ

　

て
い
ま
す
。そ
の
後
、
地
域
福
祉
権
利
擁

　

護
事
業
の
利
用
者
が
成
年
後
見
制
度
に

　

移
行
し
た
ケ
ー
ス
を
受
任
し
ま
し
た
。

●
後
見
人
と
し
て
、
社
協
と
連
携
し
て
良

　
か
っ
た
こ
と
は
？

　
　

あ
る
高
齢
の
ご
夫
婦
の
こ
と
で
す
。こ

　

の
方
た
ち
は
、
社
協
や
市
、
高
齢
者
ほ
っ

　

と
支
援
セ
ン
タ
ー
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
な

　

ど
多
く
の
支
援
者
に
支
え
ら
れ
て
い
ま

　

し
た
。私
も
そ
の
チ
ー
ム
の
中
の
１
人
と
し

　

て
関
わ
っ
た
こ
と
で
理
想
的
な
支
援
が
で

　

き
た
と
思
い
ま
す
。

　
　

最
終
的
に
は
夫
婦
で
同
じ
施
設
に
入

　

所
し
、
落
ち
着
い
た
生
活
を
送
れ
た
と
思

　

い
ま
す
。関
係
機
関
の
協
力
が
あ
っ
た
こ

　

と
で
家
の
整
理
や
残
っ
た
支
払
い
の
対

　

応
な
ど
、
円
滑
に
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し

　

た
。

●
さ
い
ご
に
市
民
の
方
へ
一
言
！

　
　

一
人
で
抱
え
込
ん
だ
り
、
悩
ま
な
い
で

　

く
だ
さ
い
。些
細
な
こ
と
で
も
社
協
や
市

　

そ
し
て
地
域
の
専
門
職
に
相
談
し
て
く

　

だ
さ
い
! !

成年後見専門相談
6/25（木）
8/27（木）

　あんしん東大和は制度などの
理解を広げるため、PR活動や相
談支援に取り組んでいます。

向原市民センターにて当会職員
による出張相談を行います。詳細
はあんしん東大和まで。

5月26日（火）9時～正午

社会福祉協議会は、住民の方々が中心となって行う地域福祉活動を支え、誰もが安心して暮らせるまちづくりを進める機関です。

当初の予定と変更になっています。また今後の状況により延期または中止となる可能性があります。
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